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共
用
品
推
進
機
構
は
、
共
用
品
・
共

用
サ
ー
ビ
ス
の
調
査
研
究
を
行
う
と
と

も
に
、
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
の
標

準
化
の
推
進
及
び
、
共
用
品
・
共
用
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
製
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
、
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
々

を
含
め
た
全
て
の
人
た
ち
が
暮
ら
し
や

す
い
社
会
基
盤
づ
く
り
の
支
援
を
行
う

こ
と
を
事
業
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

目
的
に
従
っ
て
令
和
元
年
度
に
行
っ

た
主
な
事
業
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

１
．
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
調
査
研
究

（
１
）
障
害
児
・
者
／
高
齢
者
等
の
ニ
ー

ズ
把
握
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
検
証

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
対

し
て
、
障
害
児
・
者
、
高
齢
者
等
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
、確
認
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
を
シ
ス
テ
ム
化
し
、
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
・
シ
ス
テ
ム
供
給
者
と
需
要
者
が
連

携
で
き
る
仕
組
み
案
を
検
証
し
た
。

①
障
害
児
・
者
／
高
齢
者
等
の
日
常
生

活
環
境
に
お
け
る
不
便
さ
等
の
実
態
把

握
（
調
査
方
法
）
の
構
築
検
証
・
実
施

「
良
か
っ
た
こ
と
調
査
」
と
し
て
、「
屋

内
外
の
ト
イ
レ
に
お
け
る
良
か
っ
た

こ
と
調
査
」
及
び
「
地
域
に
お
け
る
良

か
っ
た
こ
と
調
査
」（
千
代
田
区
・
練

馬
区
）
を
実
施
し
た
。
更
に
、
平
成
30

年
度
ま
で
に
行
っ
て
き
た
障
害
の
あ

る
人
・
高
齢
者
等
の
ニ
ー
ズ
等
を
把

握
す
る
た
め
の
不
便
さ
調
査
及
び
良

か
っ
た
こ
と
調
査
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト

項
目
の
分
析
を
行
っ
た
。
ま
た
抽
出

し
た
共
通
の
質
問
事
項
の
有
効
性
を
、

実
施
方
法
、
対
象
者
等
の
違
い
等
を

加
味
し
、
実
践
を
通
じ
て
検
証
し
た
。

②
共
創
シ
ス
テ
ム
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
検
証

こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
共
用
品
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
基
に
、
障
害
当
事

者
団
体
・
高
齢
者
団
体
等
と
連
携
し
、

関
係
業
界
、
関
係
機
関（
業
界
団
体
、
企

業
、
公
的
機
関
等
）が
共
用
品
・
共
用

サ
ー
ビ
ス
・
共
用
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
簡
易
に
実
施
す

る
た
め
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
試
行
し
、更

に
こ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
恒
常
化
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
の
分
析
を
行
い
、

合
理
的
且
つ
有
効
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

実
施
方
法
を
検
証
し
た
。

（
２
）
共
用
品
市
場
調
査
の
実
施

継
続
し
て
実
施
し
て
き
た
共
用
品
市

場
規
模
調
査
及
び
手
法
に
関
し
て
の
分

析
を
引
き
続
き
行
い
、
調
査
対
象
の
範

囲
並
び
に
、
今
後
共
用
品
を
普
及
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
の
課
題
抽
出
を
行

い
な
が
ら
、
令
和
元
年
度
の
共
用
品
市

場
規
模
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
共
用

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
市
場
規
模
の
調
査

の
可
能
性
を
検
討
し
た
。

２
．
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
標
準
化
の
推
進

（
１
）
規
格
作
成

①
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）
国
際
規
格
の

作
成
及
び
調
査
・
研
究

平
成
30
年
度
ま
で
に
行
っ
て
き
た
国

際
標
準
化
機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
内
の
Ｔ
Ｃ

１
７
３（
障
害
の
あ
る
人
が
使
用
す
る

機
器
）及
び
Ｔ
Ｃ
１
５
９（
人
間
工
学
）

に
、
新
規
規
格
作
成
の
調
整
と
共
に
提

案
を
行
い
、
審
議
を
開
始
し
た
。

ⅰ
．
消
費
生
活
用
製
品
の
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
評
価
方
法
、
ⅱ
．
視
覚
障
害

者
用
取
説
、
ⅲ
．
不
便
さ
調
査
等
共
通

設
計
指
針
等
に
関
し
て
Ｔ
Ｃ
１
７
３
の

メ
ン
バ
ー
へ
規
格
説
明
を
行
っ
た
。

②
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案

作
成
及
び
調
査
・
研
究

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
共
通
基

盤
規
格
、
デ
ザ
イ
ン
要
素
規
格
の
Ｊ
Ｉ

Ｓ
原
案
作
成
に
お
け
る
全
体
像
の
検
証

及
び
整
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
日
常
生

活
に
お
け
る
不
便
さ
・
便
利
さ
調
査
の

標
準
化
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
た
。

③
共
用
サ
ー
ビ
ス（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
サ
ー

令
和
元
年
度
共
用
品
推
進
機
構
事
業
報
告 

～
調
査
研
究
、
標
準
化
の
充
実
と
普
及
の
推
進
～
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ビ
ス
）
の
国
内
標
準
化
に
向
け
た
調
査
・

研
究

（
２
）
関
連
機
関
実
施
の
ア
ク
セ
シ
ブ
ル

デ
ザ
イ
ン
（
高
齢
者
・
障
害
者
配
慮
設

計
指
針
）
規
格
作
成
及
び
調
査
研
究
に

関
す
る
協
力

令
和
元
年
度
は
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
関
係
す
る
調
査
・
研
究
並
び

に
規
格
作
成
を
行
っ
て
い
る
機
関
と
連

携
し
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
標
準

化
へ
の
協
力
を
行
っ
た
。

３
．
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
普
及
及
び
啓
発

開
発
・
販
売
・
市
場
化
さ
れ
た
共
用

品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
・
共
用
シ
ス
テ
ム
を

広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
、デ
ー
タ
ベ
ー

ス
、展
示
会
、講
座
、市
場
規
模
調
査
、

国
際
連
携
等
、平
成
30
年
度
ま
で
に
実

践
し
て
き
た
事
項
を
基
に
行
っ
た
。

（
１
）
共
用
品
普
及
の
た
め
の
共
用
品

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
・
維
持
・
発
展

平
成
30
年
度
ま
で
に
行
っ
て
き
た
共

用
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
試
行
を
基

に
、
障
害
の
あ
る
人
を
含
む
多
く
の
消

費
者
が
、
的
確
な
共
用
品
を
選
択
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
、
使
い
や

す
さ
や
検
索
の
し
や
す
さ
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し

試
行
の
準
備
を
行
っ
た
。
試
行
の
際
、

こ
れ
ま
で
作
成
し
て
き
た
高
齢
者
・
障

害
者
配
慮
設
計
指
針
の
日
本
工
業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
ガ
イ
ド

71
、
関
係
業
界
の
高
齢
者
・
障
害
者
配

慮
基
準
等
、
関
係
機
関
と
協
議
し
作
成

し
た
共
用
品（
＝
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ

イ
ン
）共
通
基
準（
素
案
）を
基
に
作
成

し
た
共
用
品
の
使
用
性
評
価
制
度
を
基

に
検
証
を
始
め
た
。

（
２
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
展
示
会

の
実
施

平
成
22
年
度
に
作
成
し
た「
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
の
展
示
会
ガ
イ
ド
」
を
活

用
す
る
展
示
会
主
催
者
に
協
力
し
、
展

示
会
に
お
け
る
高
齢
者
・
障
害
者
配
慮

の
実
践
を
継
続
し
た
。
ま
た
、
共
用
品

の
展
示
に
関
し
て
は
、
展
示
会
を
実
施

し
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
共
用
品
及
び

共
用
品
の
考
え
方
の
普
及
を
継
続
し
て

行
っ
た
。（
練
馬
区
・
文
京
区
・
杉
並
区
・

国
際
福
祉
機
器
展
等
）

（
３
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
講
座
等
の
実
施
・
検
証

平
成
30
年
度
ま
で
に
実
施
し
て
き
た

共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
講

座
に
関
し
て
①
対
象（
企
業
、
業
界
団

体
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
協

議
会
＝
Ａ
Ｄ
Ｃ
）、一
般
市
民
、
就
学
前

の
子
供
～
大
学
院
生
等
ご
と
に
、
②
伝

え
る
事
項（
コ
ン
テ
ン
ツ
）、
視
覚
的
ツ
ー

ル（
共
用
品
の
サ
ン
プ
ル
、
Ｐ
Ｐ
Ｔ
、
ビ

デ
オ
等
）、
配
布
資
料
等
を
用
意
し
、
講

座
を
実
施
し
た
。
更
に
は
、
よ
り
多
く
の

機
関
で
、
共
用
品
講
座
を
行
え
る
よ
う

な
仕
組
み
を
構
築
し
継
続
し
て
検
証
し

た
。
ま
た
、
平
成
29
年
１
月
１
日
に
発
足

し
た
共
用
品
研
究
所
と
、
共
用
品
に
関

す
る
研
究
の
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

（
４
）
施
設
に
お
け
る
共
用
サ
ー
ビ
ス
・

共
用
品
の
普
及
・
啓
発

平
成
30
年
度
ま
で
に
実
施
し
て
き
た

施
設
に
お
け
る
共
用
サ
ー
ビ
ス
の
普
及

事
業
を
、
各
種
施
設
で
継
続
し
て
実
施

し
た
。

（
５
）
国
内
外
の
高
齢
者
・
障
害
者
、

難
病
等
関
連
機
関
と
の
連
携

令
和
元
年
度
は
、
国
内
外
の
関
連
機

関
と
連
携
を
し
、
各
種
情
報
を
共
有

し
、
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
の
普
及

を
図
っ
た
。（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ

ン
推
進
協
議
会
等
）

（
６
）
障
害
当
事
者
等
の
ニ
ー
ズ
の
収
集

平
成
30
年
度
ま
で
に
実
施
し
て
き
た

障
害
の
あ
る
人
達
を
対
象
と
し
た
ア
イ

デ
ィ
ア
を
継
続
し
て
収
集
し
、
障
害
の

あ
る
人
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
ア

イ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
共
用
品
の
重
要
性

へ
の
認
識
を
深
め
普
及
を
促
進
し
た
。

（
７
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
情
報
の
収
集
及
び
提
供

当
機
構
の
活
動
や
収
集
し
た
関
係

情
報
を
掲
載
し
た
機
関
誌
、
電
子
メ
ー

ル
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
各
種
媒
体
な
ど

で
情
報
を
継
続
的
に
提
供
し
た
。

平
成
30
年
度
ま
で
に
収
集
し
た
資

料
、
情
報
を
整
理
し
て
よ
り
多
く
の
人

達
に
情
報
提
供
す
る
と
共
に
、
新
た
に

入
手
す
る
情
報
に
関
し
て
は
、
内
容
、

体
裁
、
発
行
頻
度
を
再
検
討
し
、
よ
り

効
果
的
な
形
で
配
信
を
行
っ
た
。
配
信

し
た
情
報
は
、
項
目
ご
と
に
整
理
し
今

後
の
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
す
る
た
め
に
分

析
を
行
い
、
各
委
員
会
等
の
資
料
と
し

て
提
供
し
、
更
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
当

機
構
の
活
動
や
共
用
品
情
報
を
掲
載
し

広
く
活
動
を
知
ら
せ
た
。
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コ
ロ
ナ
禍

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
人
々
の

生
活
は
大
き
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
三
密
を
避
け
る
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス（
社
会
的
距

離
）
の
確
保
、
不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
る
、
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
、

手
洗
い
・
う
が
い
の
徹
底
と
い
っ
た

個
人
の
生
活
習
慣
か
ら
、
卒
業
式
、

入
学
式
・
入
社
式
の
中
止
ま
た
は
代

替
手
段
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
会

の
延
期
・
中
止
、
さ
ら
に
は
、
外
食
、

旅
行
、
宿
泊
、
交
通
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

関
と
機
能
が
止
ま
り
、
実
施
し
て
も

大
幅
な
縮
小
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

個
人
の
生
活
様
式
と
共
に
変
わ
っ

た
の
が
、
仕
事
様
式
で
す
。
出
社
は

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
式
に
し
て
７
割
か

ら
８
割
人
数
を
減
ら
す
、
公
共
交
通

の
利
用
も
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
を
避
け
る

な
ど
、
ど
こ
か
遠
い
存
在
だ
と
思
っ

て
い
た
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
が
、
多
く
の

人
の
身
近
に
な
っ
た
の
で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク

平
成
25
年
に
一
般
社
団
法
人
に

移
行
し
た
日
本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会

で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
、「
情
報
通
信

技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）を
活
用
し
た
、
場
所

や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な

働
き
方
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。「tele

＝
離
れ
た
所
」

と
「w

ork

＝
働
く
」
を
あ
わ
せ
た
造

語
で
あ
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
は
、
働

く
場
所
に
よ
っ
て
、
自
宅
利
用
型
テ

レ
ワ
ー
ク（
在
宅
勤
務
）、
モ
バ
イ
ル

ワ
ー
ク
、
施
設
利
用
型
テ
レ
ワ
ー
ク

（
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務
な
ど
）

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

同
協
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か

ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
効
果
を
左
記
の

７
つ
に
分
類
し
紹
介
し
て
い
ま
す
。

１
．
通
勤
減
少
で
オ
フ
ィ
ス
の
省

力
化
、
２
．
計
画
的
・
集
中
的
な

作
業
実
施
に
よ
る
業
務
効
率
の
向

上
、
３
．
家
族
と
過
ご
す
時
間
、
自

己
啓
発
の
時
間
の
増
加
、
４
．
育
児

期
、
介
護
期
等
の
働
き
や
す
い
環
境
、

５
．
オ
フ
ィ
ス
コ
ス
ト
の
削
減
、

６
．
退
職
し
た
高
齢
者
・
通
勤
が
困

難
な
障
害
者
・
遠
方
移
住
者
な
ど
の

新
規
雇
用
の
創
出
、
そ
し
て
７
番
目

に
、
非
常
災
害
時
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
感
染
症
流
行
）時
に
お
け
る
事
業
継

続
と
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
川
柳

さ
ら
に
、
同
協
会
で
は
テ
レ
ワ
ー

ク
の
普
及
を
は
か
る
一
環
と
し
て
、

２
０
１
９
年
度
に
川
柳
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
13
歳
か
ら
88
歳
ま
で
全
国

か
ら
７
６
７
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
は
、 「
モ
バ
イ

ル
の 

や
り
方
わ
か
ら
ず 

出
勤
し
」

ピ
エ
助
さ
ん
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
賞

は
、「
茶
の
間
か
ら 

出
し
た
指
令
に 

社
が
動
く
」
澄
海
さ
ん
と
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
た
め
、
の
ど
か
な
作
品
が

多
い
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
は
じ

め
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
人
の
心

情
に
近
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
「
テ
レ
ワ
ー
ク
川
柳
」

と
ウ
ェ
ブ
で
ひ
け
ば
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
障
害
の
有
無
、

年
齢
に
は
大
き
く
か
か
わ
り
な
く
、

多
く
の
人
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。
通
勤
が
な
い
こ
と
は
、
障
害

の
あ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
物
理
的
・

心
理
的
に
は
、
歓
迎
す
る
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、「
最
初
は
、

楽
だ
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
通
勤
時
間

は
、
本
が
読
め
た
り
、
考
え
事
を
す

る
に
は
良
い
時
間
だ
っ
た
ん
だ
と

思
っ
た
」
の
意
見
も
聞
か
れ
ま
す
。

会
議
は
、
数
種
類
の
ソ
フ
ト
が
あ

る
電
子
会
議
を
、
使
用
す
る
人
が
急

激
に
増
え
た
印
象
で
す
。
今
ま
で
も

国
際
会
議
な
ど
で
は
、
利
用
さ
れ
は

じ
め
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
と
は
ま

だ
遠
い
存
在
と
思
っ
て
い
た
人
も
、

利
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
に

な
り
ま
し
た
。
食
わ
ず
嫌
い
だ
っ
た

人
も
、「
こ
ん
な
に
便
利
だ
と
知
っ
て

い
た
ら
、
も
っ
と
前
か
ら
や
っ
た
の

に
」
と
い
う
声
も
あ
る
反
面
、
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
面
で
、
障
害
の
あ

る
人
の
中
で
は
、
使
い
づ
ら
い
と
い

う
人
も
い
ま
す
。
今
回
の
イ
ン
ク
ル

の
特
集
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
は
、
ど
ん
な

ふ
う
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
、
い
く
つ
か
の
取
り
組
み

事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
是
非
、

皆
さ
ま
の
体
験
も
お
寄
せ
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

星ほ
し
か
わ川

安や
す
ゆ
き之

テレワークについて
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change（変化）から chance（可能性）へ～テレワーク視覚障害者編（１）

（社福）国際視覚障害者援護協会　芳
は が

賀優
ゆ う こ

子

は
じ
め
に

音
声
読
み
上
げ
、
画
面
拡
大
ソ
フ

ト
、
ユ
ー
ザ
ー
補
助
の
拡
充
に
よ

り
、
Ｉ
Ｔ
を
利
用
す
る
視
覚
障
害
者

が
増
え
て
い
ま
す
。
世
の
中
が
テ
レ

ワ
ー
ク
に
シ
フ
ト
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
や
、
果
敢
に
そ
れ
を
味
方
に
し

て
い
ま
す
。
年
代
、
性
別
、
勤
続
年

数
の
違
う
職
業
人
３
名
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

・
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て

サ
ポ
ー
ト
し
合
う

川か
わ
し
ま嶋
一か
ず
ひ
ろ広
さ
ん
、
ほ
ぼ
全
盲
、
大
手

Ｉ
Ｔ
企
業
20
年
勤
務

全
社
で
環
境
を
整
備
し
た
直
後

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
３
月
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
続

け
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
見
え
て
い
な
い
川
嶋
さ

ん
に
は
、
会
社
の
リ
ア
ル
勤
務
も
テ

レ
ワ
ー
ク
も
、
変
化
は
あ
ま
り
感
じ

な
い
様
子
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
新
入
社

員
研
修
の
「
視
覚
障
害
理
解
」
を
担

当
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
一
人
一
人

が
画
面
に
表
示
さ
れ
る
機
能
や
読
み

上
げ
機
能
で
分
か
る
し
、
こ
ち
ら
か

ら
指
名
し
て
発
言
し
て
も
ら
う
な
ど

工
夫
を
し
た
こ
と
で
、
リ
ア
ル
よ
り

も
双
方
向
で
伝
わ
る
研
修
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
３
～
４
年
前
か
ら
、
同
じ
社

内
や
グ
ル
ー
プ
企
業
で
働
く
20
人
ぐ

ら
い
の
視
覚
障
害
社
員
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
、
音
声
ソ
フ
ト

や
画
面
拡
大
機
能
を
利
用
し
た
基
本

ソ
フ
ト
や
ア
プ
リ
の
使
い
方
、
ト
ラ

ブ
ル
時
の
対
処
の
仕
方
な
ど
に
つ
い

て
、
勉
強
会
や
情
報
共
有
も
し
て
い

ま
す
。
Ｉ
Ｔ
環
境
が
同
じ
、
守
秘
義

務
の
問
題
も
ク
リ
ア
で
き
、
今
は
テ

レ
ワ
ー
ク
ソ
フ
ト
の
使
い
方
、
困
っ

た
と
き
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
お
互
い

に
し
合
っ
て
い
ま
す
。
会
社
と
の
連

絡
は
、
一
人
一
台
貸
与
さ
れ
て
い
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
チ
ャ
ッ
ト
。

テ
レ
ワ
ー
ク
に
必
要
な
機
器
を
会
社

負
担
で
購
入
す
る
福
利
厚
生
制
度
も

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
時
ど
う
し
た
ら
い
い
？
」

と
い
う
相
談
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
川
嶋

さ
ん
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
る
う
ち

に
、「
視
覚
障
害
な
ら
で
は
の
課
題

や
困
り
ご
と
だ
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
っ
て
、
み
ん
な
で
教
え
合

え
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
う

に
至
り
、
即
実
行
。
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
で
情
報
を
共
有
し
、
テ
レ
ワ
ー

ク
ソ
フ
ト
上
で
実
際
に
教
え
合
っ
て

い
ま
す
。
す
ご
い
こ
と
を
サ
ラ
ッ
と

や
っ
て
し
ま
う
、
ま
さ
に
ベ
テ
ラ
ン

の
な
せ
る
業
で
す
。

健
康
管
理
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
が
課
題
。
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み

会
、
グ
ル
ー
プ
電
話
な
ど
を
利
用
し

て
仕
事
以
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
努
め
て
い
ま
す
。
感
染
が
収
束

し
た
ら
、
思
い
っ
き
り
運
動
と
外
食

を
楽
し
み
た
い
と
話
し
ま
す
。

・
仕
事
や
買
い
物
は
不
要
不
急
の
外

出
！

原は
ら

利と
し
あ
き明
さ
ん
、
弱
視
、
大
手
建
設
会

社
30
年
勤
務

会
社
と
し
て
、
３
月
か
ら
テ
レ

ワ
ー
ク
移
行
に
舵
を
切
り
、
ご
自
身

は
４
月
９
日
か
ら
完
全
に
テ
レ
ワ
ー

ク
に
し
ま
し
た
。
６
月
か
ら
は
、
感

染
防
止
で
は
な
く
働
き
方
改
革
の
検

討
期
間
と
し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

３
月
に
１
日
テ
レ
ワ
ー
ク
を
体
験
す

る
も
、「
仕
事
の
人
恋
し
さ
」
を
感
じ

て
今
一
つ
合
わ
な
い
と
思
っ
た
原
さ

ん
で
す
が
、
４
月
か
ら
の
完
全
テ
レ

ワ
ー
ク
時
に
腹
を
く
く
り
ま
し
た
。

ご
自
身
の
状
況
を
し
っ
か
り
見
据

え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
環
境

を
構
築
。
ほ
と
ん
ど
の
業
務
が
テ
レ

ワ
ー
ク
で
可
能
と
判
断
、
社
内
外
の

会
議
や
各
種
委
員
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
、
生
活
面
で
は
普
段
利
用
し
て

い
る
お
店
で
利
用
で
き
る
ア
プ
リ
を

調
べ
て
登
録
、
趣
味
の
ド
ラ
ム
も
自

ら
提
案
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン

に
切
り
替
え
…
。
移
動
に
費
や
し
て

い
た
時
間
を
自
分
の
豊
か
な
生
活
に

活
用
し
、
今
で
は
ス
ト
レ
ス
な
く
テ

レ
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
を
堪
能
。
遠
方
の

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
も
、
移
動

を
気
に
せ
ず
参
加
し
て
い
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
た
ら
、
遠
方

か
ら
の
申
し
込
み
が
一
気
に
３
倍
増

え
た
ケ
ー
ス
も
。

所
属
部
署
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
準
拠
。

外
で
の
仕
事
が
多
く
、
音
声
ソ
フ
ト

を
利
用
す
る
た
め
、
３
年
ほ
ど
前
か
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ら
部
内
専
門
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
と
と

も
に
Ｉ
Ｔ
環
境
を
整
え
て
業
務
に
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
。
接
続
が
不
安
定
、

パ
ソ
コ
ン
の
不
具
合
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

時
は
、
チ
ャ
ッ
ト
等
で
連
絡
を
取
り
、

遠
隔
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ま
す
。

今
後
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、

「
移
動
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
、

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
通
勤
や
通
学
の

バ
リ
ア
を
、
採
用
や
入
学
拒
否
の
理
由

に
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
？
あ

る
意
味
、
実
力
勝
負
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
可
能
性
が
高
い
。
一
方
で
、
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
の
差
が
、
生
活
の
格
差
に

も
つ
な
が
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
分
析
し
ま
す
。
環
境
の
変
化
に
、

自
分
で
戦
略
を
練
っ
て
切
り
込
む
、
職

業
人
魂
が
見
え
ま
す
。
バ
ン
ド
メ
ン

バ
ー
と
思
い
っ
き
り
ラ
イ
ブ
と
リ
ア
ル

な
飲
み
会
が
で
き
る
日
を
、
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。

・
テ
レ
ワ
ー
ク
が
機
会
提
供
と
共
生
の

場
に

奈な

ら良
里り

さ紗
さ
ん
、
弱
視
、
大
学
非
常
勤

講
師
４
年
、
個
人
家
庭
教
師
10
年
以
上

大
学
で
は
３
月
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク

開
始
。
10
年
ほ
ど
前
か
らSkype

を
活

用
し
て
家
庭
教
師
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
真
っ
最
中
の
彼
女
に
と
っ
て
、

移
動
の
必
要
が
な
く
、
自
宅
で
仕
事
が

で
き
る
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
と
に
か
く
楽

だ
と
い
い
ま
す
。
家
事
の
段
取
り
や
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
手
配
な
ど
で
忙
殺
さ

れ
る
こ
と
も
、
仕
事
先
の
環
境
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
弱
視
の
自
分
に

最
適
な
大
型
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ

ン
で
仕
事
が
で
き
る
の
は
、
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
す
。「
視
覚
障
害
教
育
」
を
教

え
る
授
業
で
も
、
生
活
の
場
で
の
リ
ア

ル
な
学
び
が
可
能
に
な
り
、
自
宅
に
あ

る
紙
コ
ッ
プ
で
弱
視
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
グ
ッ
ズ
の
作
り
方
な
ど
も
伝
え
て
い

ま
す
。

一
方
、
仕
事
先
ご
と
に
、
使
用
し
て

い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
ソ
フ
ト
が
違
う
の

で
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
画
面
構
成
、
使

い
方
を
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ホ
ご
と
に
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
、
弱
視
な
ら
で
は
の
大
変
さ
で

す
。
ま
た
、W

i-Fi

が
弱
く
な
っ
て
し

ま
い
、
学
生
が
音
声
を
う
ま
く
聴
き
取

れ
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
に
気
づ

け
な
い
こ
と
も
。
何
か
異
変
が
あ
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
伝
え
て
も
ら
う
よ
う
に
、

学
生
と
ル
ー
ル
を
決
め
た
う
え
で
授
業

を
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
チ
ャ
ッ
ト
で
授
業
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
目
が
疲
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
。

愛
知
県
在
住
の
奈
良
さ
ん
は
、
首
都

圏
と
そ
れ
以
外
の
地
方
の
情
報
、
環
境

格
差
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
首
都
圏
一

極
集
中
は
、
視
覚
障
害
分
野
も
同
じ
。

住
ん
で
い
る
場
所
に
よ
っ
て
、
人
生
が

左
右
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
移
動
の
負
担
や
場
所
を

ワ
ー
プ
で
き
る
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
参
加

の
機
会
を
増
や
し
、
そ
れ
が
刺
激
に
つ

な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
見
え
な
い
か

ら
で
き
な
い
の
で
は
な
く
、
機
会
が
与

え
ら
れ
な
い
か
ら
で
き
な
い
の
で
す
」

と
明
確
に
言
い
切
り
ま
す
。
10
年
以
上

続
け
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
の
中

か
ら
、
家
族
も
自
分
も
弱
視
と
い
う
障

害
を
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
若
者

が
、
様
々
な
視
覚
障
害
者
と
対
話
す
る

こ
と
で
、
自
立
へ
と
歩
ん
で
い
っ
た
事

例
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
相

談
に
応
じ
て
く
れ
る
当
事
者
を
、
彼
女

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

学
校
が
休
校
に
な
っ
た
の
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
料
理
教
室
を
企
画
。
料
理
研

究
家
の
お
母
さ
ん
に
講
師
を
依
頼
し
、

野
菜
の
肉
巻
き
と
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー

ム
を
作
り
ま
し
た
。
具
の
野
菜
を
変
え

た
り
、
レ
シ
ピ
通
り
つ
く
る
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
た
り
と
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
個
性
を
出
し
て
、
毎
日
楽
し
み
な

が
ら
率
先
し
て
作
っ
て
い
る
と
、
大
好

評
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
教
育
現
場

で
は
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
か

ら
終
わ
り
で
は
な
く
、
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
て
効
果
を
出
す
方
向
に
も
っ

て
い
く
必
要
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

「
テ
レ
ワ
ー
ク
に
も
マ
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
生
活
音
の
ミ
ュ
ー
ト
、
身
だ
し

な
み
な
ど
、
気
に
な
っ
た
こ
と
は
ぜ
ひ

教
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
見
え
な
い
か

ら
仕
方
が
な
い
で
は
な
く
て
、
お
互
い

に
一
緒
に
気
持
ち
よ
く
や
ろ
う
と
い
う

こ
と
を
、
私
は
大
事
に
し
た
い
か
ら
で

す
」。
10
年
以
上
も
前
か
ら
テ
レ
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
共
生
を
模
索
し
、
ご
自

身
は
フ
ォ
ロ
ー
役
に
徹
し
て
き
た
奈
良

さ
ん
の
、
心
が
こ
も
る
言
葉
で
す
。

change（変化）から chance（可能性）へ～テレワーク視覚障害者編（２）
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全
体
を
通
し
て
、
高
い
職
業
意
識

と
、
変
化
や
困
難
に
は
た
だ
で
は
転
ば

な
い
し
な
や
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

お
三
方
が
異
口
同
音
に
あ
げ
た
こ
と

が
３
つ
あ
り
ま
す
。

①
移
動
の
あ
り
方
が
劇
的
に
変
わ
り
、

本
来
の
仕
事
に
能
力
を
集
中
で
き
る

視
覚
障
害
者
の
不
便
さ
の
一
つ
が
移

動
で
す
。
毎
日
の
満
員
電
車
通
勤
や
外

出
、
出
張
の
支
援
、
労
働
と
福
祉
の
移

動
支
援
制
度
の
問
題
、
こ
れ
ら
は
本
来

の
仕
事
と
は
関
係
の
な
い
要
素
で
す
。

そ
の
呪
縛
か
ら
解
か
れ
て
、
職
業
能
力

そ
の
も
の
を
発
揮
で
き
る
環
境
が
テ
レ

ワ
ー
ク
で
整
う
こ
と
は
、
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
視
覚
障
害
者
に
は
、
職
業

人
と
し
て
日
々
の
研
鑽
が
求
め
ら
れ
る

の
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

②
働
き
方
や
自
分
に
合
っ
た
Ｉ
Ｔ
サ

ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
カ
ギ

緊
急
事
態
に
入
る
や
、
周
り
の
視
覚

障
害
の
友
人
た
ち
が
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
と
い

う
ソ
フ
ト
を
使
い
始
め
ま
し
た
。
よ
く

調
べ
て
み
る
と
、
以
前
か
ら
テ
レ
ワ
ー

ク
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
い
た
人
た
ち
が

中
心
に
な
っ
て
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

な
ど
で
使
い
方
を
投
稿
し
た
り
、
会
議

や
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
な
ど
、
情

報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
共
有
の
場
を
設
け
て
い

ま
す
。

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
は
じ
め
と
す
る
米
国
製

テ
レ
ワ
ー
ク
ソ
フ
ト
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド

操
作
、
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
に
対
応

し
、
視
覚
障
害
者
の
利
用
へ
の
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
担
保
さ
れ
て
い
ま

す
。
合
衆
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法

第
５
０
８
条
が
、
そ
の
根
拠
で
す
。
日

本
で
も
そ
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
、
法
律
の
持
つ
意
義
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

③
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
や
押
印
の
電
子
化

等
、
働
く
視
覚
障
害
者
に
は
好
ま
し
い

方
向

視
覚
障
害
者
を
泣
か
せ
る
も
う
一

つ
の
不
便
さ
は
、
日
本
社
会
に
根
強
く

残
る
「
紙
ベ
ー
ス
＆
印
鑑
至
上
主
義
文

化
」
で
す
。
職
業
人
で
あ
れ
ば
、
職
場

の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
が
自
身
の
職
務
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
直
接
影
響
し
て
し
ま

い
ま
す
。
今
回
、
電
子
化
の
遅
れ
に
よ

る
事
務
効
率
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
が
、
誰
よ
り
も
早
く
か
ら
こ

の
こ
と
に
気
づ
い
て
、
真
正
面
か
ら
解

決
策
を
探
し
続
け
て
き
た
の
が
、
視
覚

障
害
の
あ
る
職
業
人
た
ち
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

日
本
の
「
電
子
化
」
の
キ
ー
と
な
る

の
は
②
で
上
げ
た
「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
ー
の
担
保
」
で
す
。

課
題
は
、
Ｉ
Ｔ
機
器
が
使
え
る
人

と
、
使
え
な
い
人
と
の
間
で
、
生
活
の

質
に
大
き
な
差
が
生
じ
か
ね
な
い
こ
と

で
す
。
法
整
備
だ
け
で
は
解
決
が
難
し

い
と
思
い
ま
す
。
見
え
な
く
て
も
使
い

勝
手
の
良
い
機
器
の
開
発
、
住
ん
で
い

る
地
域
や
職
場
で
、
自
分
に
合
っ
た
Ｉ

Ｔ
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
体
制
が
必

要
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、「
や
っ
て

み
た
い
！
」
と
希
望
が
持
て
る
環
境
づ

く
り
が
、
視
覚
障
害
者
の
背
中
を
押
す

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「change

（
変
化
）はchance

（
可
能

性
）」
で
す
。

インタビューの様子
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夢
が
叶
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク

私
は
10
年
ほ
ど
前
に
脳
出
血
で
倒

れ
左
半
身
不
随
に
な
り
、
仕
事
も
ク

ビ
に
な
り
ま
し
た
。
再
就
職
活
動
も

連
戦
連
敗
で
し
た
が
、
某
Ｉ
Ｔ
企
業

が
障
害
者
を
雇
用
す
る
特
例
子
会
社

に
何
と
か
拾
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
会
社
は
、
も
と
も
と
ネ
ッ
ト

環
境
が
整
っ
て
い
る
の
で
、
今
回
の

コ
ロ
ナ
騒
動
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま

し
た
。

実
は
、
元
来
グ
～
タ
ラ
人
間
の
私

は
、
自
宅
で
仕
事
を
す
る
事
が
長
年

の
夢
で
、
障
害
を
持
っ
て
か
ら
は
、

身
支
度
の
苦
労
や
通
勤
の
不
安
を
抱

え
て
、
そ
の
思
い
は
増
し
て
い
ま
し

た
。
上
司
に
も
何
度
か
「
テ
レ
ワ
ー

ク
を
導
入
し
ま
せ
ん
か
？
」
と
提
案

し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
受

け
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
騒
動
が
な
か
っ
た

ら
、
私
の
夢
は
叶
わ
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
障
害
を
持
っ
た
事
も
、
連

戦
連
敗
の
再
就
活
も
、
コ
ロ
ナ
も
、

人
生
何
が
幸
せ
か
分
か
ら
な
い
も
の

だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
工
夫
点

私
の
よ
う
な
グ
～
タ
ラ
人
間
が
テ

レ
ワ
ー
ク
に
な
る
と
、
自
堕
落
な
生

活
に
陥
る
事
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
私

自
身
も
当
然
そ
の
自
覚
が
あ
り
ま
す

の
で
、
一
日
の
過
ご
し
方
に
は
厳
格

な
ル
ー
ル
を
自
分
に
課
し
、
会
社
に

出
勤
す
る
場
合
と
同
じ
よ
う
に
行
動

す
る
事
に
し
ま
し
た
。

朝
は
、
同
じ
時
間
に
起
き
て
食
事

を
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
着
替
え
も
し

ま
す
が
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
と
ス
ー
ツ
で

は
な
く
、
好
き
な
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
を
着
ま
す
。

こ
れ
な
ら
片
手
で
の
着
替
え
も
楽
で

す
し
、
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
も
と
同
じ
時
間
に

家
を
出
ま
す
。
向
か
う
場
所
は
、
会

社
で
は
な
く
近
く
の
公
園
で
す
。
実

は
、
私
に
と
っ
て
通
勤
時
の
歩
行
は
、

機
能
訓
練
の
大
切
な
リ
ハ
ビ
リ
な
の

で
、
同
じ
位
の
距
離
を
公
園
で
散
歩

し
て
か
ら
、
自
宅
に
戻
り
ま
す
。

勤
務
は
ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ー
ム
を
鳴

ら
し
、
会
社
と
同
じ
時
間
に
同
じ
よ

う
に
仕
事
を
し
ま
す
。
た
だ
一
つ
違

う
の
は
、
自
分
の
好
き
な
歌
を
聴
き

な
が
ら
働
い
て
い
る
事
で
す
。
ス
ト

レ
ス
解
消
に
も
な
り
、
意
外
と
仕
事

も
捗
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
歌
は

ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
で
鳴
ら
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
な
ら
、「
△
△
の
歌
を

聴
か
せ
て
」
と
言
う
だ
け
で
簡
単
に

選
曲
で
き
ま
す
し
、「
い
い
天
気
だ
ね
」

「
お
腹
す
い
た
ね
」
等
と
話
し
か
け
る

と
、
意
外
な
言
葉
で
返
事
を
し
て
く

れ
る
の
で
、
一
人
で
も
結
構
楽
し
く

仕
事
が
出
来
て
い
ま
す
。

質
問
や
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
な
時

は
、
チ
ャ
ッ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

で
事
足
り
ま
す
し
、
資
料
等
を
画
面

に
映
し
な
が
ら
会
話
が
で
き
る
の
で
、

む
し
ろ
こ
の
方
が
良
い
く
ら
い
で
す
。

同
僚
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
も
出
来
ま
す
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
飲
み
会
も
本
当
に
楽
し
い
で

す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
で
孤
独
や
不
便
を

感
じ
た
事
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
心

配
な
の
は
、
明
ら
か
に
邪
魔
者
を
見

る
目
で
私
を
見
る
妻
の
事
だ
け
で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
課
題

我
が
社
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入

出
来
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
「
ネ
ッ
ト

環
境
」
が
整
っ
て
い
た
か
ら
で
す
が
、

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
「
仕
事
を
在

宅
で
も
で
き
る
仕
組
み
」
を
構
築
で

き
た
事
で
す
。
今
後
、
テ
レ
ワ
ー
ク

が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
事
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

満
員
電
車
か
ら
解
放
さ
れ
、
郊
外

で
の
ん
び
り
暮
ら
し
、
障
害
が
あ
っ

て
も
問
題
な
く
働
け
る
、
そ
ん
な
夢

の
よ
う
な
世
界
が
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で

来
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
我
が
社
み
た

い
に
、
や
っ
て
み
た
ら
意
外
に
上
手

く
行
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な

で
夢
を
叶
え
ま
し
ょ
う
！

グ～タラ人間のテレワーク実践報告
某ＩＴ企業特例子会社勤務　岡

お か だ

田正
まさとし

敏

テレワークの様子
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逃
げ
出
し
た
い
４
月
の
日
々

「
え
ー
、う
そ
！
そ
ん
な
の
無
理
!!
」
と

叫
ん
だ
の
は
、こ
の
３
月
末
頃
。「
来
月
の

定
例
会
は
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
で
行
い
ま
す
」
と

い
う
連
絡
か
ら
始
ま
り
、「
セ
ミ
ナ
ー
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
願
い
で
き
ま
す
か
？
」

と
言
わ
れ
、「
何
と
か
な
る
と
思
い
ま
す
」

と
無
責
任
に
返
事
を
し
て
し
ま
っ
た
。４

月
の
新
入
社
員
研
修
は
６
日
と
７
日
の

実
施
の
み
。そ
の
後
の
予
定
は
ほ
ぼ
延
期

か
中
止
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
な
ん
で
も
や

る
し
か
な
い
！

さ
ぁ
、
そ
こ
か
ら
が
大
変
。
メ
ン
バ
ー

と
共
に
悪
戦
苦
闘
の
１
か
月
。Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

ｓ
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
使
い
方
研
修
を
受
け
た

り
、
試
し
て
み
た
り
。
解
っ
た
！
と
喜
ん

だ
翌
日
、ね
ー
ど
う
す
る
ん
だ
っ
け
… 

高

齢
の
脳
み
そ
は
記
憶
力
が
… 

も
う
逃
げ

出
し
た
い
、
と
思
う
も
、
イ
ヤ
こ
れ
か
ら

は
こ
れ
が
で
き
な
き
ゃ
仕
事
が
で
き
な

い
！ 

５
月
連
休
明
け
早
々
、ま
ず
半
日
の

研
修
。
そ
の
後
６
月
１
日
ま
で
４
回
の
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
が
控
え
て
い
る
。
何
と
か

踏
ん
張
っ
て
５
月
を
迎
え
た
。

初
め
て
の
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
研
修

連
休
明
け
の
５
月
８
日
。
幸
い
初
体

験
は
、長
年
お
付
き
合
い
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
。
受
講
メ
ン
バ
ー
も
１
年
間
何
度
も
研

修
し
た
メ
ン
バ
ー
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や

書
き
込
み
シ
ー
ト
の
格
納
や
配
付
案
内

も
あ
る
。マ
イ
ン
ド
的
な
研
修
で
も
あ
り
、

対
面
で
な
け
れ
ば
…  

と
心
配
し
な
が
ら

の
ス
タ
ー
ト
。
受
講
メ
ン
バ
ー
は
全
員
が

障
害
者
手
帳
保
持
者
。
身
体
や
精
神
、発

達
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
課
題
が
あ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ペ
ア

ワ
ー
ク
は
無
理
か
も
？ 

し
か
し
、案
ず
る

よ
り
産
む
が
安
し
だ
っ
た
！ 

配
付
課
題
、

個
人
ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
発
表

も
心
に
響
く
。
一
人
一
人
に
語
り
掛
け

ら
れ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
て
も
い

い
感
じ
。ア
ン
ケ
ー
ト
も
例
年
と
遜
色
な

く
、オ
ン
ラ
イ
ン
意
外
と
い
い
か
も
と
安

堵
し
た
初
回
だ
っ
た
。

多
様
な
テ
ー
マ
と
形
式
の
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修引

き
続
き
、
障
が
い
理
解
セ
ミ
ナ
ー
。

名
古
屋
・
大
阪
・
福
岡
の
受
講
者
が
在

宅
で
受
講
。
30
人
く
ら
い
と
い
わ
れ
て
い

た
の
が
80
人
以
上
の
受
講
と
な
っ
た
。こ

こ
で
実
感
し
た
の
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
大

き
な
利
点
と
効
果
。
通
常
、大
人
数
の
大

会
場
で
は
全
員
の
反
応
が
が
つ
か
み
に
く

く
、質
問
も
少
な
い
。し
か
し
、オ
ン
ラ
イ

ン
で
は
受
講
者
は
自
分
の
Ｐ
Ｃ
に
Ｐ
Ｐ
Ｔ

が
映
さ
れ
、
講
師
の
顔
も
見
え
る
。
講
師

か
ら
も
数
人
の
顔
が
見
え
る
の
で
語
り

掛
け
る
よ
う
に
話
せ
る
。
通
常
よ
り
も
多

く
の
質
問
が
あ
り
、と
て
も
一
体
感
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
は
講
師
６
人
の
ル
ー
ム
・
オ
ブ
・
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
修
。
受
講
者
が
70
数

名
。
車
い
す
・
視
覚
・
聴
覚
・
外
国
人
・

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
講
師
の
部
屋
を
、受
講
者
が

グ
ル
ー
プ
で
順
次
訪
れ
る
。
今
回
は
講
師

も
受
講
者
も
在
宅
。運
営
を
私
ど
も
で
行

う
。Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
多
彩
な
機
能
を
使
い
、リ

ア
ル
時
と
同
様
に
実
施
で
き
た
。

い
か
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
研
修
に
す
る
か

私
ど
も
の
研
修
の
半
分
は
、対
象
が
障

が
い
の
あ
る
社
員
の
方
々
。
ま
た
講
師
も

多
様
な
講
師
が
実
施
。
当
然
、様
々
な
配

慮
が
必
要
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合
も
同
様

の
配
慮
を
実
施
。

弱
視
や
全
盲
の
受
講
者
へ
は
、本
人
の

希
望
も
聞
き
な
が
ら
、Ｐ
Ｐ
Ｔ
は
白
黒
反

転
に
す
る
か
、音
声
読
み
上
げ
で
可
能
か

確
認
。
講
師
は
画
面
を
読
み
上
げ
た
り
、

時
々
本
人
に
大
丈
夫
か
確
認
し
な
が
ら

進
め
る
。
本
人
の
希
望
と
可
能
性
を
共
有

す
る
こ
と
が
重
要
。

難
聴
や
ろ
う
の
受
講
者
に
は
、オ
ン
ラ

イ
ン
画
面
と
別
の
デ
バ
イ
ス
で
音
声
認
識

ア
プ
リ
を
受
講
者
と
画
面
で
同
期
し
て

行
っ
た
り
、本
人
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら

情
報
保
障
す
る
。
手
話
通
訳
も
オ
ン
ラ
イ

ン
な
ら
で
は
の
配
慮
を
行
う
。

肢
体
障
が
い
の
場
合
は
、本
人
が
自
宅

な
の
で
配
慮
は
少
な
い
が
、手
に
不
便
さ

が
あ
る
場
合
、ワ
ー
ク
等
で
時
間
的
配
慮

が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。
本
人
に
聞
く
こ

と
が
大
事
。

誰
で
も
参
加
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な

会
議
も
配
慮
す
る
方
法
は
ほ
ぼ
同
様
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
働
き
方
改
革

は
進
み
、社
会
は
も
う
逆
戻
り
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
研
修
は
当

た
り
前
の
常
識
に
な
り
、全
国
ど
こ
に
い

て
も（
外
国
で
も
）場
所
を
選
ば
な
い
研

修
や
会
議
参
加
が
で
き
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
配
慮
の
あ
る
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
が
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢

者
の
活
躍
推
進
の
機
会
増
加
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

意外と効果を実感　オンライン研修！！
（株）UD ジャパン　内

うちやま

山早
さ な え

苗

オンライン研修をしている内山早苗氏
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夜のラジオ体操部「ちょっと」
ラジオ体操１級指導士　三

み は ら

原保
や す え

江

み
な
さ
ん
、
ラ
ジ
オ
体
操
は
朝
や

る
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
夜
、
体
操
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
日
の
疲
れ
や
仕
事
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を

す
っ
き
り
と
洗
い
流
し
て
爽
や
か
な

気
持
ち
に
な
り
、体
操
で
上
が
っ
た
体

温
が
徐
々
に
下
が
る
と
と
も
に
良
質

の
睡
眠
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。

夜
の
ラ
ジ
オ
体
操
部
「
ち
ょ
っ
と
」

ラ
ジ
オ
体
操
が
体
に
良
い
こ
と
は

知
っ
て
い
る
け
ど
朝
は
忙
し
く
て
。
夏

休
み
は
子
ど
も
と
一
緒
に
や
っ
た
け
ど

一
人
だ
と
三
日
坊
主
。
そ
ん
な
言
い
訳

を
し
て
い
た
私
た
ち
が
一
念
発
起
し

た
の
は
今
か
ら
２
年
前
の
２
０
１
８

年
５
月
。「
健
康
寿
命
の
延
伸
と
医
療

費
の
削
減
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
」

と
い
う
大
看
板
を
掲
げ
、「
ち
ょ
っ
と

の
時
間
、
ち
ょ
っ
と
動
い
て
、
ち
ょ
っ

と
元
気
に
、
た
く
さ
ん
笑
顔
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
夜
ラ
ジ
は
岡
山
市
で
発

足
し
ま
し
た
。「
ち
ょ
っ
と
」
怪
し
い

ネ
ー
ミ
ン
グ
と
は
裏
腹
に
健
全
な
ラ

ジ
オ
体
操
会
で
、ラ
ジ
オ
体
操
一
級
指

導
士
が
体
操
の
目
的
・
効
果
や
正
し

い
動
き
を
伝
授
す
る
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
」
が
毎
回

好
評
で
す
。

リ
モ
ー
ト
開
催

２
０
２
０
年
３
月
末
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
夜

ラ
ジ
も
休
会
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
何
と
か
繋
が
り
を
維
持

し
た
い
と
考
え
た
私
た
ち
は
一
策
を

講
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
て
夜
ラ
ジ
を
開
催
す

る
こ
と
を
決
意
。
メ
ン
バ
ー
の
誰
一
人

と
し
て
専
門
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
時
に
は
ツ
テ
を

た
ど
っ
て
そ
の
道
の
達
人
に
意
見
を

乞
い
、Ｉ
Ｔ
に
強
い
メ
ン
バ
ー
の
頑
張

り
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

４
月
21
日
つ
い
に
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
レ
ッ

ツ
夜
ラ
ジ
！
」
初
開
催
に
漕
ぎ
つ
け
の

で
す
。

嬉
し
い
効
果
は
、
画
面
を
通
し
て

笑
顔
を
交
わ
せ
る
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
を

見
た
全
国
各
地
の
方
々
か
ら
の
申
込

み
で
す
。
休
校
中
の
子
ど
も
た
ち
が

大
勢
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
も
、ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
俯
き
が
ち
な
大
人
の
心

を
明
る
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。夜
７
時

と
い
え
ば
世
間
の
ご
家
庭
は
晩
ご
は

ん
ど
き
。
お
出
か
け
準
備
と
現
地
へ
の

移
動
が
不
要
な
リ
モ
ー
ト
開
催
が
子

育
て
世
代
に
支
持
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

あ
る
い
は
「
○
○
さ
ん
ち
の
○
○
く
ー

ん
！
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
、
短
い
感

想
の
後
に
「
ト
ン
・
ト
ン
・
パ
♪
」
で

マ
イ
ク
を
返
す
夜
ラ
ジ
ル
ー
ル
が
子

ど
も
の
好
奇
心
に
ヒ
ッ
ト
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

リ
モ
ー
ト
開
催
な
ら
で
は
の
課
題

も
あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
指

導
士
の
姿
が
収
ま
り
き
ら
な
い
。
全

身
を
収
め
よ
う
と
カ
メ
ラ
か
ら
遠
ざ

か
っ
た
ら
姿
と
声
が
小
さ
く
な
る
。
悩

ん
だ
末
「
正
し
い
体
操
」
よ
り
「
楽
し

い
体
操
」
を
優
先
し
、
続
け
て
ご
参
加

い
た
だ
く
こ
と
が
第
一
だ
と
割
り
切

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

外
出
自
粛
が
解
除
さ
れ
新
し
い
生

活
様
式
を
と
り
入
れ
た
日
常
が
始
ま

り
ま
し
た
。
夜
ラ
ジ
で
は
、
現
場
で
の

リ
ア
ル
な
繋
が
り
と
リ
モ
ー
ト
で
の

繋
が
り
、
ど
ち
ら
の
居
場
所
も
大
切

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
に
は
リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
に
抵

抗
を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
が
、こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ

周
囲
の
力
を
「
ち
ょ
っ
と
」
借
り
て
気

楽
に
私
た
ち
と
繋
が
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
い
つ
か
読
者
の
み
な
さ
ま
と
リ

モ
ー
ト
で
お
会
い
で
き
る
そ
の
時
ま

で
「
ト
ン
・
ト
ン
・
パ
♪
」。

夜のラジオ体操部
（於：岡山県総合グラウンド）

「Zoomでレッツ夜ラジ！」
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オンライン  チャレンジド・ヨガ
一般社団法人チャレンジド・ヨガ～視覚障がいの方のヨガ～　代表理事　高

たかひら

平千
ち せ

世

「
や
っ
て
み
た
い
な
、ヨ
ガ
…
」

一
人
の
視
覚
障
が
い
の
方
の
こ
と

ば
を
き
っ
か
け
に
２
０
１
３
年
８
月
、

埼
玉
県
所
沢
市
で
視
覚
障
が
い
の
方

の
ヨ
ガ
ク
ラ
ス
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
ヨ

ガ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

１
．
発
足
か
ら
の
経
緯

私
た
ち
は
ヨ
ガ
の
語
源
Ｙ
ｕ
ｊ
（
ユ

ジ
ュ
／
繋
が
る
）を
大
切
に
、
共
に
生

き
る
社
会
を
目
指
し
、
５
つ
を
活
動

の
軸
と
し
て
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

①
定
期
ヨ
ガ
ク
ラ
ス
、
②
地
域
イ
ベ

ン
ト
、
③
地
域
ク
ラ
ス
の
普
及
、
④
講

演
・
研
究
発
表
、
⑤
サ
ポ
ー
タ
ー
勉

強
会
。７
年
目
の
今
で
は
、
定
期
ク
ラ

ス
は
全
国
に
23
ケ
所
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
も
新
た
な
地
域
か
ら

の
お
話
に
、
新
し
い
ク
ラ
ス
が
生
ま

れ
る
～
と
心
躍
ら
せ
、
準
備
を
し
て

い
た
頃
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
全
て
の
定
期
ク
ラ
ス
・
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
と
な
っ
た
の
で
す
。

私
は
こ
う
い
う
時
、い
つ
も
思
い
出

す
参
加
者
さ
ん
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
ヨ
ガ
の
魅
力
は

で
き
る
！
が
大
前
提
の
と
こ
ろ
」

こ
の
言
葉
の
お
か
げ
で
「
原
点
に

か
え
れ
」
と
教
え
ら
れ
る
の
で
す
。

で
き
る
！
や
る
！
私
の
心
は
決
ま

り
ま
し
た
。

２
．
オ
ン
ラ
イ
ン
ヨ
ガ
と
い
う
道

最
初
に
、
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
１
１
５
通
の
回

答
と
貴
重
な
意
見
が
届
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ヨ
ガ
に
参
加
し
た

い
・
興
味
あ
る
89
％
。
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
経
験
あ
り
30
％
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
接
続
や
カ
メ

ラ
位
置
な
ど
の
事
前
サ
ポ
ー
ト
を
整

え
る
事
か
ら
動
き
出
し
ま
し
た
。

６
つ
め
の
活
動
の
軸
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ヨ
ガ
が
生
ま
れ
た
瞬
間
で
す
。

次
に
接
続
サ
ポ
ー
ト
開
始
。
途
中

で
諦
め
る
方
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。
そ

し
て
モ
ニ
タ
ー
体
験
会
か
ら
は
課
題

点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

「
無
音
だ
と
不
安
」「
ポ
ー
ズ
が

あ
っ
て
い
る
か
不
安
」
な
ど
で
す
。

そ
こ
で
音
で
の
切
替
え
、
ポ
ー
ズ

チ
ェ
ッ
ク
タ
イ
ム
な
ど
工
夫
と
改
善

の
繰
り
返
し
で
す
。

３
．
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
！

第
１
回
は
５
月
。６
月
に
は
７
周
年

企
画
と
し
て
関
東
と
関
西
合
同
で
開

催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

７
周
年
企
画
で
は
延
べ
１
３
０
名
、

４
歳
か
ら
83
歳
の
参
加
で
し
た
。
高

齢
、
脚
等
の
障
が
い
、
小
さ
い
子
供

が
い
る
、
遠
方
な
ど
、
様
々
な
理
由
で

外
出
に
不
安
が
あ
る
方
々
の
新
た
な

ニ
ー
ズ
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
ヨ

ガ
が
掲
げ
た
目
指
す
こ
と
は
２
つ
。

「
意
識
改
革
」
と
「
区
別
化
」で
す
。

意
識
改
革
と
は
、
自
宅
で
人
と
比

べ
ず
で
き
る
と
い
う
、
良
い
所
に
焦
点

を
あ
て
る
と
い
う
事
。

区
別
化
と
は
本
来
の
ヨ
ガ
、
心
の

眼
で
観
る
・
感
じ
る
ヨ
ガ
と
い
う
事
。

７
周
年
の
後
、
感
想
が
届
き
ま
し

た
。

「
や
れ
ば
で
き
る
と
言
う
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
と
勇
気
を
植
え
つ
け
て
く
だ

さ
っ
た
。」

「
オ
ン
ラ
イ
ン
ヨ
ガ
の
『
禁
断
の
果

実
』
を
か
じ
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に

は
、
色
々
な
ク
ラ
ス
に
乱
入
し
て
い
き

た
い
！
」「
全
国
様
々
な
方
と
交
流
し

な
が
ら
で
き
る
ヨ
ガ
は
、
夢
の
よ
う
な

時
間
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
、
他

の
方
々
の
温
か
い
体
温
を
感
じ
る
事

が
で
き
ま
し
た
」

ニ
ー
ズ
は
何
か
？ 

課
題
は
何
か
？ 

本
当
に
大
切
な
も
の
は
何
か
？

困
難
な
時
こ
そ
、
社
会
福
祉
、ヨ
ガ

の
原
点
に
か
え
れ
と
、
当
事
者
の
皆

さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ど
ん
な
時
も
で
き
る
と
希
望
を
持

ち
、
ど
ん
な
時
も
楽
し
む
心
を
忘
れ

ず
、
ど
ん
な
時
も
皆
と
共
に
、
水
の
よ

う
に
柔
ら
か
く
、
強
く
、
変
化
し
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
「
未
知
の
道
」、
皆
と

な
ら
で
き
る
！
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る

私
が
今
、こ
こ
に
い
ま
す
。

7 周年特別企画
オンライン　チャレンジド・ヨガ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
や
３

密
の
回
避
等
の
取
組
み
が
、
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
広
ま
り

ま
し
た
。

今
回
は
、
移
動
手
段
で
あ
る
公
共

交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
焦
点

を
あ
て
、
今
後
の
方
向
性
を
推
察
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
結
果

エ
コ
モ
財
団
で
は
、
２
０
１
５
年

度
か
ら
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以

下
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
パ
ラ
）開

催
に
向
け
た
移
動
と
交
通
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
一
般
市
民

の
意
識
の
変
容
の
把
握
に
努
め
て
き

ま
し
た
が
、
19
年
度
は
こ
れ
ま
で
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
２
０
２
０

東
京
オ
リ
パ
ラ
へ
の
課
題
、
レ
ガ

シ
ー
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
方
向
性

に
つ
い
て
、
有
識
者
・
障
害
当
事
者

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
、

整
理
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
か
ら
は
、
招
致
決
定
か

ら
こ
れ
ま
で
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
男
女
共

用
ト
イ
レ
の
設
置
、
ト
イ
レ
の
機
能

分
散
、
ホ
ー
ム
と
車
両
の
段
差
解
消

へ
の
対
応
）
な
ど
の
充
実
の
他
、
音

声
の
文
字
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

情
報
提
供
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
評
価

を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
交
通
事
業
者

の
接
遇
の
質
の
向
上
や
、
声
か
け
運

動
の
拡
が
り
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
障
害
の
あ

る
方
等
当
事
者
参
加

の
機
会
の
増
進
も
評

価
さ
れ
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
、

利
用
者
全
般
の
マ

ナ
ー
の
低
下
や
合
理

的
配
慮
、
多
様
性
、
社

会
的
障
壁
な
ど
の
言

葉
の
適
切
な
理
解
や
、人
権
や
平
等

に
関
す
る
意
識
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
生
活
様
式
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

国
は
基
本
的
な
感
染
拡
大
防
止
の

３
つ
の
基
本
と
し
て
、
①
身
体
的
距

離
の
確
保（
で
き
る
だ
け
２
ｍ
〈
最
低

１
ｍ
〉、
屋
内
よ
り
屋
外
）、②
マ
ス
ク

の
着
用（
真
正
面
で
の
会
話
を
避
け
、

屋
内
や
会
話
す
る
時
は
症
状
が
な
く

て
も
着
用
）、
③
手
洗
い（
30
秒
程
度

か
け
、
水
と
石
鹸
で
丁
寧
に
）を
掲
げ

て
お
り
、移
動
に
関
す
る
感
染
対
策

と
し
て
は
、感
染
流
行
地
域
へ
の
移

動
を
避
け
る
、帰
省
・
旅
行
を
控
え

め
に
し
、出
張
は
や
む
を
得
な
い
場

合
と
す
る
、地
域
の
感
染
状
況
に
注

意
す
る
こ
と
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
様
式
を
踏
ま
え
て
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
評
価
を
得
ら
れ

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
は
、こ
れ
ま

で
の
考
え
方
を
上
回
る
対
応
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
短
い
時
間
で

あ
っ
て
も
密
閉
空
間
と
な
り
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
優
先
利
用
へ
の
配

慮
、
階
段
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
へ
の

適
切
な
誘
導
が
必
要
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
業
者
の

接
遇
の
質
向
上
が
評
価
さ
れ
ま
し
た

が
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

保
ち
な
が
ら
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
視
覚
障
害
者
等
の
誘
導
案
内
方

法
の
あ
り
方
、目
の
見
え
な
い
当
事

者
に
と
っ
て
距
離
を
保
つ
こ
と
の
難

し
さ
、
声
か
け
が
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
、マ
ス
ク
着
用

に
よ
る
聴
覚
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
問
題
等
、
様
々

な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、発
達
障

害
者
や
知
的
障
害
者
等
が
、こ
の
新

し
い
生
活
様
式
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
わ
か
り
や
す
い
丁
寧
な
説
明
も
必

要
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

当
事
者
の
方
々
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
継

続
的
に
把
握
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が

早
急
に
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

コロナ禍と公共交通機関におけるバリアフリー
公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団　竹

たけしま

島恵
け い こ

子

「密閉」「密集」「密接」しない！
https://corona.go.jp/prevention/pdf/zeromitu.pdf

参
考
：
２
０
２
０
東
京
オ
リ
パ
ラ
調
査
結
果

http://w
w
w
.ecom

o.or.jp/barrierfree/
report/data/2020_03_olypara.pdf
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キーワードで考える共用品講座第１１７講
「テレワークと共用品・共用サービス」

日本福祉大学 客員教授　後
ご と う

藤芳
よしかず

一

テ
レ
ワ
ー
ク
に
は
、
働
く
本
人
や
企

業（
Ⅰ
）、
仕
事
の
場
と
環
境（
Ⅱ
）、
社

会
構
造（
Ⅲ
）が
揃
う
必
要
が
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
へ
Ⅰ
が
緊
急
対
応
し
、
Ⅱ
→

Ⅲ
へ
広
が
っ
た
。
い
ま
は
実
験
の
段
階
、

事
例
の
な
か
に
将
来
の
エ
ー
ス
が
あ
る
。

１
．
背
景
と
基
調

直
接
の
背
景
は
ク
ラ
ス
タ
ー
、リ
ス
ク

管
理
、
非
接
触
、
遠
隔
、
社
会
的
距
離
、

在
宅
勤
務
、
巣
ご
も
り
、
選
別
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
、新
常
態
、持
続
性
。

基
調
に
な
る
の
は
働
き
方
改
革
、シ
ェ

ア
経
済
、Ａ
Ｉ
、
事
業
の
デ
ジ
タ
ル
変
革

（
Ｄ
Ｘ
）、
５
Ｇ
、同
一
労
働
同
一
賃
金（
今

年
４
月
）、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
・
消

費
者
還
元（
同
６
月
ま
で
）、
70
歳
ま
で

働
く
機
会
提
供
の
義
務
化（
来
年
４
月
）。

こ
れ
ら
が
各
事
例
の
消
長
を
決
め
る
。

２
．
働
く
本
人
と
企
業
（
Ⅰ
）

当
初
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
環
境（
在
宅

用
Ｐ
Ｃ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
、W

i-Fi

、
書

斎
）整
備
、
利
用
が
本
格
化
し
て
ソ
フ

ト
の
安
全
性
や
会
議
マ
ナ
ー
が
話
題

に
。
普
及
す
る
と
不
足
を
補
う
チ
ー

ム
活
動
の
ソ
フ
ト
や
雑
談（
交
流
、
発

想
）。押
印
、
電
子
署
名
、
Ｖ
Ｐ
Ｎ
接
続
、

行
政
書
類
電
子
化
が
話
題
に
。

仕
事
も
変
わ
る
。
ギ
グ
ワ
ー
ク（
単

発
仕
事
を
受
注
）、
道
具（
法
律
書
）を

シ
ェ
ア
、
中
小
企
業
と
専
門
家
を
ネ
ッ

ト
で
接
続（
生
存
め
ざ
す
中
小
と
仕
事

が
減
っ
た
Ｐ
Ｒ
の
専
門
家
、
ウ
ェ
ブ
で

専
門
家
が
中
小
の
助
成
金
申
請
代
行
）、

Ｐ
Ｃ
で
目
が
疲
れ
音
声
配
信（
オ
ー

デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
）が
増
加
。

事
務
や
会
議
以
外
で
は
遠
隔
講
義
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
販
売（
ス
マ
ホ
計
測
し
ネ
ッ
ト
会
話

で
自
宅
で
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
、
住
宅
の

オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
、
貸
事
務
室
を
ネ
ッ

ト
内
覧
）、
営
業（
対
話
ソ
フ
ト
、
製
薬

営
業
を
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
支
援
）、
企
業

が
直
接
消
費
者
へ（
食
品
メ
ー
カ
が
消

費
者
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
店
に
レ
シ
ピ
配

布
、
美
容
師
が
セ
ル
フ
カ
ッ
ト
法
を
動

画
配
信
、
オ
ン
ラ
イ
ン
保
育
・
育
児
支

援
）、
動
画
で
擬
似
体
験（
海
外
の
協
力

企
業
を
ネ
ッ
ト
視
察
、
図
書
・
博
物
館

展
示
や
音
楽
を
配
信
）が
進
む
。

小
売
商
業
は
、
電
子
商
取
引（
Ｅ
Ｃ
）

（
百
貨
店
の
中
元
販
売
で
産
地
の
困
難
事

情
〈
催
事
中
止
〉
も
表
示
）、
ネ
ッ
ト
通

販
は
20
～
50
代
女
性
が
伸
び
、
食
品
等

日
常
の
買
物
に
浸
透
、
支
払
い
は
ス
マ
ホ

が
伸
び
、
配
達
し
た
い
企
業
と
個
人
事

業
運
転
手
を
ネ
ッ
ト
接
続
、フ
ァ
ミ
レ
ス

は
新
常
態
で
も
深
夜
は
閉
店
、
ラ
イ
ブ

コ
マ
ー
ス（
動
画
を
見
て
購
入
〈
中
国
で

化
粧
品
〉）、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン

グ（
時
間
や
曜
日
で
価
格
変
更
し
客
席

減
の
採
算
補
う
〈
米
国
飲
食
〉）が
あ
る
。

３
．
仕
事
の
場
と
環
境
（
Ⅱ
）

仕
事
の
場
の
確
保（
書
斎
設
置
や
住

替
え
、
サ
テ
ラ
イ
ト
、
ホ
テ
ル
が
割
安

テ
レ
ワ
ー
ク
商
品
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
〈
旅
先
で
仕
事
〉、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
）。
都
心
空
室
が
増
加
。
ス
ト
レ
ス

対
応（
運
動
／
瞑
想
／
ヨ
ガ
ソ
フ
ト
、

自
宅
で
自
転
車
こ
ぎ
仮
想
ツ
ー
リ
ン

グ
）、
悩
み
対
応（
ネ
ッ
ト
相
談
、
Ａ
Ｉ

に
は
き
出
す
、
チ
ー
ム
と
共
有
）、
リ
ス

ク
補
填（
損
保
の
テ
レ
ワ
ー
ク
特
約〈
情

報
漏
え
い
、
パ
ワ
ハ
ラ
〉）。

暮
ら
し
は
昼
の
自
炊
率
が
上
が
り
食

材
を
選
べ
る
高
級
ス
ー
パ
ー
や
専
門
店
、

冷
蔵
庫
が
好
調
。
宅
配
や
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
も
。
マ
ス
ク
着
用
で
化
粧
は
メ
イ
ク

ア
ッ
プ
か
ら
基
礎
化
粧
へ
。
人
と
交
流
を

補
完（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ギ
フ
ト
〈
コ
ー
ヒ
ー

や
商
品
券
を
ネ
ッ
ト
授
受
〉、日
本
発「
あ

つ
ま
れ 

ど
う
ぶ
つ
の
森
」
は
世
界
へ
）。

４
．
社
会
の
構
造
（
Ⅲ
）

構
造
が
変
わ
る
。
働
き
方
は
「
ジ
ョ

ブ
型
」
雇
用
で
能
力
指
向
へ
。
新
し
い

働
き
方（
大
手
や
銀
行
も
副
業
解
禁
、

在
宅
勤
務
専
門
正
社
員
採
用
〈
ソ
フ

ト
〉、
企
業
を
頼
ら
ぬ
キ
ャ
リ
ア
観
）

に
。
事
業
は
商
流
が
変
化（
Ｄ
２
Ｃ
〈
自

前
サ
イ
ト
で
直
販
〉）。
暮
ら
し
は
近
場

の
再
発
見
、
都
心
集
合
住
宅
か
ら
郊
外

戸
建
や
地
方
定
住
へ
。

都
市
集
積
は
不
経
済
に
、
時
間
や
場

所（
国
境
）の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
仕

事
・
暮
ら
し
の
様
式
が
反
転
す
る
。

５
．
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
と
の
関
係

新
常
態
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
ま
だ

こ
れ
か
ら（
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
は
レ

ジ
の
並
び
方
、
マ
ス
ク
で
意
思
疎
通
障

害
）。
対
策
も
あ
る
。
介
護
や
緩
和
は

ネ
ッ
ト
で
遠
隔
面
会
、
補
聴
器
は
遠
隔

調
整
、
買
物
代
行
は
市
民
が
ス
マ
ホ
を

持
た
な
い
高
齢
者
を
訪
ね
て
代
わ
り
に

発
注
。70
歳
ま
で
働
く
と
プ
ロ
ボ
ノ（
技

能
を
活
か
し
て
部
署
に
属
さ
ず
勤
務
）

を
生
む
可
能
性
も
。

１
―
４
で
バ
リ
ア
を
抑
え
て
５
で
高

齢
対
応
。
こ
れ
ら
が
新
し
い
不
便
さ
対

応
の
扉
を
開
く
。
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コロナ禍での障害者運動
ＮＰＯ法人日本障害者協議会事務局長　荒

あ ら き

木 薫
かおる

参
加
と
平
等
の
実
現
に
向
け
て

日
本
障
害
者
協
議
会（
略
称
Ｊ
Ｄ
）

は
、
国
連
・
国
際
障
害
者
年（
Ｉ
Ｙ
Ｄ

Ｐ
・
１
９
８
１
年
）を
機
に
、
そ
の
前
年

１
９
８
０
年
、
Ｉ
Ｙ
Ｄ
Ｐ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
〝
完
全
参
加
と
平
等
〟
の
実

現
を
大
き
な
共
通
の
目
標
と
し
て
設
立

し
ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
当
事
者
、
家

族
、
支
援
者
、
専
門
職
、
研
究
者
、
事
業

者
な
ど
様
々
な
立
場
で
障
害
に
関
わ
る

団
体
が
障
害
の
種
別
や
考
え
方
の
ち
が

い
を
越
え
て
ゆ
る
い
つ
な
が
り
を
も
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
に
必
要
な
の
は
「
動
か
な
い
こ
と
」

「
集
ま
ら
な
い
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
は
こ
れ
は
日
頃
Ｊ
Ｄ
が
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
と
は
正
反
対
の
こ
と
で

す
。
行
動
す
る
こ
と
は
運
動
の
基
本
で

す
し
、
学
習
会
な
ど
で
距
離
を
近
く
し

て
集
ま
っ
て
の
交
流
は
、
お
互
い
を
知

り
合
い
、
異
な
る
障
害
や
状
況
を
理
解

し
あ
う
絶
好
の
場
で
す
。
こ
れ
を
行
え

な
い
の
は
大
変
も
ど
か
し
い
こ
と
で

す
が
、
感
染
予
防
に
最
大
限
努
め
な
が

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
活
字
を
活
用

し
て
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
へ
の
影
響

障
害
の
あ
る
人
の
多
く
は
基
礎
疾
患

が
あ
っ
た
り
、
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
病
院
な
ど
で
集
団
生
活
を
し
て
い

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
の

し
や
す
さ
や
感
染
し
た
場
合
の
重
篤
化
、

ク
ラ
ス
タ
ー
な
ど
、一
般
の
人
の
何
倍
も

の
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

実
際
、
重
度
障
害
が
あ
る
人
は
、
密
に
接

触
す
る
介
助
者
が
必
要
な
た
め
、
当
事

者
、
介
助
者
双
方
が
《
感
染
し
な
い
か
、

感
染
さ
せ
て
し
ま
わ
な
い
か
》
と
い
う

不
安
を
持
ち
つ
つ
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
視
覚
障
害
の

あ
る
人
な
ど
は
触
っ
て
確
認
す
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
生
活
全
般
に
お
い
て
慎
重

に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
休
校
等
で

生
活
が
一
変
し
、
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど

も
の
ス
ト
レ
ス
が
表
面
化
し
て
い
る
と

も
聞
き
ま
す
。
障
害
の
種
別
や
環
境
に

よ
り
状
況
は
異
な
る
に
し
て
も
、不
安
の

渦
中
に
あ
る
こ
と
は
同
様
で
す
。

そ
の
一
方
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
会
議
が

一
気
に
普
及
し
、
車
椅
子
使
用
者
な
ど
移

動
が
大
変
な
人
が
移
動
の
負
担
な
し
に

会
議
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
プ
ラ
ス
面
も
あ
り
ま
す
。
イ
タ
リ

ア
・
ト
リ
エ
ス
テ
で
は
、
精
神
障
害
の
あ

る
人
と
電
話
で
話
す
こ
と
が
病
状
悪
化

や
孤
立
化
を
防
ぐ
と
、テ
レ
フ
ォ
ン
精
神

保
健
を
推
奨
し
て
い
る
と
の
情
報
も
あ

り
ま
す
。
今
後
、
通
常
の
会
議
が
再
開
可

能
に
な
っ
て
も
、
電
話
や
リ
モ
ー
ト
な
ど

の
通
信
技
術
は
大
い
に
活
用
さ
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
但
し
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
ネ
ッ
ト
環
境
は
ま
ち
ま
ち
と
い
う
現

状
も
あ
り
、課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
そ
の
一
方
、
自
宅
に
居
な
が
ら
会

議
や
一
定
の
事
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
、

町
で
障
害
の
あ
る
人
の
姿
を
見
か
け
な

く
な
る
と
、
存
在
を
知
ら
れ
る
機
会
が

減
り
、
忘
れ
ら
れ
、
差
別
・
偏
見
に
つ
な

が
ら
な
い
か
と
一
抹
の
不
安
も
、
杞
憂
な

ら
い
い
の
で
す
が
、
感
じ
始
め
て
い
ま

す
。

国
へ
要
望
―
い
の
ち
・
健
康
・
く
ら
し

を
最
優
先
に

Ｊ
Ｄ
は
４
月
、
感
染
予
防
対
策
に
関

す
る
要
望
を
厚
生
労
働
大
臣
と
首
相
に

提
出
し
ま
し
た
。
概
要
は
、
衛
生
物
資
の

供
給
や
感
染
し
た
場
合
の
隔
離
環
境
な

ど
体
制
整
備
、
作
業
所
の
休
所
や
縮
小

に
伴
う
工
賃
の
保
障
、
情
報
保
障
、
差

別
・
偏
見
を
助
長
し
な
い
情
報
の
在
り

方
、
保
健
所
機
能
の
再
構
築
、
事
業
所
報

酬
の
、
不
安
定
な
日
額
か
ら
月
額
支
払

制
度
へ
の
改
善
な
ど
で
す
。
厚
労
省
の
回

答
を
含
め
全
体
を
Ｊ
Ｄ
の
ウ
ェ
ブ
で
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

外
国
で
は
、
治
療
に
必
要
な
機
器
等

を
障
害
の
あ
る
人
に
は
使
用
さ
せ
な
い

こ
と
が
あ
る
と
の
報
道
が
あ
り
ま
す
。日

本
で
も
そ
の
よ
う
な
命
の
選
別
、
障
害

ゆ
え
に
差
別
・
偏
見
の
標
的
に
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。集会はいつ再開できるのか（昨年のサマーセミナー）
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シャンプー容器のギザギザ、共用品の生みの親

青
あ お き

木 誠
まこと

さんを偲んで

去
る
４
月
７
日
に
、
青
木
誠
さ
ん（
享

年
76
歳
）が
、
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
た
と

奥
様
の
美み

つ

こ
津
子
さ
ま
よ
り
連
絡
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

青
木
誠
さ
ん
に
は
じ
め
て
お
会
い
し
た

の
は
、
１
９
９
２
年
３
月
、日
本
点
字
図

書
館
の
集
会
室
で
し
た
。「
視
覚
障
害
者
の

日
常
生
活
に
お
け
る
不
便
さ
調
査
」の
報

告
会
で
、シ
ャ
ン
プ
ー
メ
ー
カ
ー
の
方
々

が
、
集
ま
る
中
、青
木
誠
さ
ん
が
花
王
の

代
表
と
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。「
シ
ャ
ン

プ
ー
容
器
の
側
面
に
ギ
ザ
ギ
ザ
を
つ
け
る

こ
と
」、「
実
用
新
案
権
を
取
得
し
た
け
れ

ど
、無
償
で
開
放
す
る
の
で
良
か
っ
た
ら

利
用
し
て
く
だ
さ
い
」と
、同
業
他
社
の
人

た
ち
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、シ
ャ

ン
プ
ー
の
ギ
ザ
ギ
ザ
は
、同
業
他
社
に
広

が
り
、日
本
産
業
規
格
、国
際
規
格
に
も

な
り
、社
会
に
共
用
品
の
代
表
作
と
し
て

根
付
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
30
年
、さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
共
用
品
は
広
が
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
も
、
青
木
さ
ん
が
障
害
の
あ
る

人
た
ち
と
議
論
を
し
、何
度
も
サ
ン
プ
ル

を
作
り
、モ
ニ
タ
ー
を
繰
り
返
す
こ
と
で

共
用
品
の
第
一
号
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
が
始
ま
り
で
す
。心
か
ら
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
青
木
さ
ん
の
訃

報
に
接
し
、つ
な
が
り
の
あ
る
人
た
ち
に

伝
え
た
と
こ
ろ
、感
謝
や
悲
し
み
の
言
葉

が
届
き
ま
し
た
。
お
人
柄
を
偲
び
、本
誌

に
て
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
期
か
ら
の

青
木
さ
ん
の
ご
活
動
は
メ
ー
カ
ー
と
し

て
の
社
会
貢
献
の
お
手
本
に
な
る
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。い
つ
も
優

し
く
に
こ
や
か
に
メ
ン
バ
ー
と
接
し
て

お
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。（
安や

す
は
ら原
七な

え重
・
当
時
ソ
ニ
ー
）

「
牛
乳
パ
ッ
ク
の
切
り
欠
き
」
も
、
青

木
さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
世
に
出
な
か
っ

た
も
の
で
す
。
真
摯
に
、
そ
し
て
謙
虚

に
不
便
さ
に
向
き
合
う
姿
。
尊
敬
し
て

お
り
ま
し
た
。（
杉す

ぎ
や
ま山

雅ま
さ
あ
き章

・
川
崎
市

視
覚
障
害
者
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
）

青
木
さ
ん
の
業
績
は
財
団
に
と
っ
て

も
、
共
用
品
に
と
っ
て
も
不
滅
で
す
。

（
花は

な
し
ま島

弘
ひ
ろ
し

・
当
時
日
本
点
字
図
書
館
）

Ｅ
＆
Ｃ
で
青
木
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご

せ
た
事
に
感
謝
し
誇
り
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
原
点
を
忘
れ
ず
歩
み
た
い

と
思
い
ま
す
。（
望も

ち
づ
き月

庸の
ぶ
あ
き光

・
当
時
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
）

諸
行
無
常
の
一
節
が
頭
に
流
れ
ま
し

た
。悲
し
い
で
す
。（
中な

か
は
ら原
道み

ち
ひ
ろ博
・
当
時

東
芝
）

青
木
さ
ん
の
声
が
蘇
り
ま
す
。（
山や

ま
な名

清き
よ
た
か隆

・
イ
ン
ク
ル
名
付
親
）

花
王
さ
ん
は
そ
の
後
、
聴
覚
障
害
者

に
も
伝
わ
る
よ
う
に
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
字

幕
付
与
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
う
し
た
風
土
の
原
点
に
青
木
さ

ん
の
存
在
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。（
松ま

つ
も
り森
果か

り
ん林
・
Ｕ
Ｄ
ア
ド
バ
イ
サ
ー
）

シ
ャ
ン
プ
ー
の
ギ
ザ
ギ
ザ
は
民
間

企
業
の
花
王
が
考
案
し
た
と
説
明
す

る
と
、
海
外
の
標
準
化
機
関
で
必
ず
感

心
さ
れ
ま
し
た
。
世
の
中
は
ど
ん
ど
ん

変
化
し
ま
す
が
、
青
木
さ
ん
が
残
し
た

こ
の
ギ
ザ
ギ
ザ
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

（
金か

な
ま
る丸

淳じ
ゅ
ん
こ子

・
共
用
品
推
進
機
構
）

青
木
さ
ん
に
会
い
に
行
く
と
い
つ
も

の
柔
ら
か
な
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
、
沢
山
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

を
見
せ
て
く
れ
親
身
に
な
っ
て
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
た
青
木
さ
ん
そ
の
も

の
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。（
小こ

づ
か塚

通み
ち
ひ
ろ宏

・
当
時
ト
ミ
ー
）

青
木
さ
ん
は
、
今
の
私
を
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
恩
人
の
一
人
で
す
。
感
謝
し

て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。（
森も

り
か
わ川

美み

わ和
・

共
用
品
推
進
機
構
）

「
共
用
品
白
書
」
に
あ
る
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
→
共
用
品
へ
の
図
は
青
木

さ
ん
の
作
品
。
国
内
外
で
幾
度
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

明
日
館
に
着
く
と
、
い
つ
も
青
木
さ
ん

の
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。（
後ご

と
う藤

芳よ
し
か
ず一

・

経
済
産
業
省
・
Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

区
切
り
の
会
合
の
時
に
、
青
木
さ
ん

が
当
時
の
メ
ン
バ
ー
全
員
に
「
感
謝
状
」

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
に
は

「
視
力
検
査
表
で
測
る
視
力
は
少
な
い

け
れ
ど
、
あ
な
た
は
い
つ
も
ア
ン
テ
ナ
の

よ
う
に
広
く
、
近
く
も
遠
く
も
し
っ
か

り
と
見
て
い
ま
し
た
。
日
本
だ
け
で
は

な
く
、
世
界
も
見
て
い
ま
し
た
。
組
織
が

変
わ
っ
て
も
、
そ
の
ア
ン
テ
ナ
を
共
用

品
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。」

と
て
も
恐
縮
し
、
同
時
に
涙
が
出
る
ほ

ど
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
は
っ

き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。（
芳は

が賀
優ゆ

う
こ子

）

青木誠さん

シャンプー容器の側面の
ギザギザ



2020.7.25 16

インクル  第127号

新しい日常にもアクセシビリティを 【事務局長だより】 
星川安之

【イベント】
心の目線を合わせる オンライントークショー Tokinさん 山
田ルイ53世さん（７月３日）

【会議】
第22回通常理事会（書面審議）
第15回定時評議員会（書面審議）
第23回臨時理事会（書面審議）

【講義・講演】
岡山県UDアンバサダー養成講座 ５回シリーズ 第１回共生
社会と人（7月7日、星川）

【報道】
時事通信社 厚生福祉 ５月22日 MRIと聴覚障害
時事通信社 厚生福祉 ６月５日 マスク

時事通信社 厚生福祉 ６月12日 婦人発明協会の「工夫集めました」
トイジャーナル ５月号 補聴器と電池の向き
トイジャーナル ６月号 マスク
福祉介護テクノプラス ６月号 千代田区が行った『良かったこと調査』
福祉介護テクノプラス ７月号 公共トイレにおける『良かったこと調査』
高齢者住宅新聞 ５月20日 補聴器と電池の極性
高齢者住宅新聞 ６月10日 「口が見える」手話通訳者のマスク
シルバー産業新聞 ５月10日 障害者の就労とテレワーク
シルバー産業新聞 ７月10日 複数の方法で
イタリア規格協会 U&C6月号 Giappone accessible
東京新聞 ６月３日 ともに遊ぼう 共遊玩具30年 そのおもちゃ優しい
東京新聞 ６月４日 ともに遊ぼう 共遊玩具30年 「誰もが使いやすい」
浸透

共用品通信

２月 14 日、共用品推進機構が事務局を担っているア
クセシブルデザイン推進協議会が主催して行った年一度
のシンポジウムには、150 名を超える方々に集まって
いただいた。しかし、その後のコロナ禍は、社会の様子
を一変させた。

集うこと、議論を重ねること、多様な人の意見をお互
い聞きあうこと、笑い合うこと、同じ場で食事をする
こと、現地に行って確認すること、実際のモノを見て・
触って・聴いて使い勝手を確認すること、大きな場所で
多くの人と共に映画を観る・音楽を聴く・講演を聞くと
いった、当たり前、もしくは推奨されてきた現場でのこ
とが、ほぼ一瞬にして自粛せざる得ない事態になった。

自粛の中で入ってくる情報は、店頭からマスクや消毒
液がなくなり、いつ入荷するかが未定、保存食を購入す
るのに長蛇の列、PCR 検査を受けられる基準の変化、次々
と中止・延期となっていく各種催し、さらには、各種業
態への休業要請と補償の問題に加えて、毎日変化する感
染者数など、遠い未来が舞台のＳＦ小説の中に入りこん
でしまったような錯覚に陥ることばかりだった。

テレビ報道においては、報告者の横に立つ手話通訳の
人がマスクをしていないことに心配する声があがった。
耳の不自由な人の中には、手話だけでなく手話通訳者の
口の形を読んで理解を促進させている人がいることが、
一般に知られていなかったこともあり、透明プラスチッ
クでできたフェイスシールド状のマスクが登場しはじ
め、普及していった。

そんな時、全日本ろうあ連盟の久
ひさまつ

松
三
み つ じ

二事務局長から感染予防の観点か
ら、その場に行かずに遠隔から手話通
訳をできる仕組みをガイドライン化し
たいので手伝ってほしいとの連絡が
入った。連絡をもらって一週間もしな
いうちに、オンラインによる委員会が
設定され、慶應義塾大学の川

かわもり

森雅
まさひと

仁教授がガイドライン
の文書作成を引き受けられ、多くの意見を的確にとりい
れながら、２週間もたたないうちに素案ができあがった。
素案に関して議論するメーリングリストには、毎日 10
数件のコメントが飛び交い、3 週間後にはほぼ完成版が
できあがった。

他方、報道では、多くの人たちが自粛生活をする中で、
多くの人の命を守るために日々働き続けている医療従事
者、自粛生活の中で出るごみの収集清掃に従事する人た
ち、命をつなぐ食料を作り、運び、販売する人たち、多
くの人の憂鬱な気持ちを、音楽・アート・映像などで、
晴らそうとしてくれている人たちが映し出されている。

今さらながら、人はいつでも、だれかに、支えられ、
支えあって生きていると、この状態の中で強く思う。

共用品推進機構が行ってきた障害者・高齢者の日常生
活における不便さ及び良かったこと調査、合意された解
決案の標準化、そして各種普及事業は、コロナ禍で、再
調査、再整理、及び様々な普及方法を模索しはじめてい
る。さらなるお力をいただけたらと思っている。
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本誌の全部または一部を視覚障害者やこのままの形では利用で
きない方々のために、非営利の目的で点訳、音訳、拡大複写す
ることを承認いたします｡ その場合は、共用品推進機構までご
連絡ください。
上記以外の目的で、無断で複写複製することは著作権者の権利
侵害になります。


